
No.159議会だより

第1回定例会

27年度予算 地方創生元年の予算 P.2

主 な 質 疑 予算特別委員会から P.6

一 般 質 問 ４人が町政を問う P.9

総務厚生常任委員会 P.12委員会報告

産業常任委員会 P.13

まちの元気 和束茶源郷ガイドの会 P.14

みんなでこのまちを

ささえます！

4月3日、和束保育園入園式。26人の3歳児が
新しく仲間になりました。少子高齢化・地方創生
の時代。皆でこの町を支えましょう。
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平
成
27
年
第
1
回
定
例
会
は
3
月
9
日

か
ら
18
日
ま
で
の
10
日
間
開
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計

や
特
別
会
計
の
当
初
予
算
、
平
成
26
年
度

補
正
予
算
、
町
営
住
宅
建
替
工
事
、
保
育

所
条
例
の
制
定
な
ど
町
長
提
出
の
27
議
案

と
委
員
会
発
委
・
議
員
発
議
の
3
議
案
を

審
議
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計

31
億
5
2
0
0
万
円
、
6
特
別
会
計
の
合

計
19
億
7
2
7
9
万
円
、
総
額
51
億
2
4
7

9
万
円
で
、
一
般
会
計
で
は
減
少
、
特
別

会
計
の
合
計
で
は
増
額
の
予
算
と
な
り
ま

し
た
。（
表
１
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
内
訳
は
、
町
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
収
入
が
3

億
6
4
6
5
万
円
で
歳
入
予
算
全
体
の
11
・

6
％
。
ま
た
、
町
税
収
入
に
分
担
金
や
使

用
料
、
諸
収
入
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主
財

源
の
合
計
は
6
億
6
1
6
4
万
円
で
歳
入

予
算
全
体
の
21
・
0
％
と
な
り
、
残
り
の

79
・
0
％
を
地
方
交
付
税
や
国
・
府
支
出

金
、
町
債
な
ど
に
依
存
す
る
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
Ⅰ
）

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
前
年
度
よ

り
1
億
4
8
9
0
万
円
減
の
3
億
4
5
3
0

万
円
で
、
主
な
も
の
は
道
路
橋
り
ょ
う
債
9

0
7
0
万
円
や
住
宅
債
8
7
7
0
万
円
、
臨

時
財
政
対
策
債
8
7
8
0
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
民
生
費
が
昨
年
度
よ
り
は
少

し
減
っ
た
も
の
の
予
算
全
体
の
22
・
6
％
で

7
億
1 

1
9
5
万
円
。
次
い
で
町
の
借
金

返
済
で
あ
る
公
債
費
が
15
・
9
％
。
庁
舎
耐

震
補
強
・
改
修
工
事
設
計
等
を
計
上
す
る

総
務
費
が
15
・
4
％
と
な
り
、
特
徴
的
に
は

観
光
振
興
事
業
を
計
上
し
た
商
工
費
と
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整

備
等
を
含
む
教
育
費
が
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
度

よ
り
増
額
し
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
Ⅱ
）

　

地
方
創
生
関
連
予
算
と
し
て
は
、
既
存

事
業
の
充
実
や
第
3
子
以
降
の
保
育
料
の

無
料
化
、
臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世

帯
へ
の
特
例
給
付
金
な
ど
本
町
の
活
性
化

と
住
民
生
活
を
支
援
す
る
予
算
を
編
成
、

26
年
度
補
正
予
算
で
は
地
域
経
済
活
性
化

に
向
け
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や

子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援
、
茶
業
振
興

対
策
事
業
等
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
、
補

正
・
当
初
と
切
れ
目
の
な
い
13
ケ
月
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
全
議
員
に

よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
3
月

11
日
・
12
日
の
2
日
間
審
査
し
、
採
決
の

結
果
、
全
て
の
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

平成27年度　会計別予算額（表1）
会計名 予算額 対前年比

一般会計 31億5200万円 △0.4％

特
別
会
計

湯船財産区 751万円 1.8％
国民健康保険① 7億2580万円 1.1％
国保診療所② 8620万円 △3.5
簡易水道事業 2億9020万円 95.2％
下水道事業 2億3085万円 21.0％
介護保険 5億7303万円 1.2％
後期高齢者医療 5920 万円 △0.2％

計 19億7279万円 10.9％
合　　計 51億2479万円 3.7％

和束町議会だより
平成27年4月29日

地
方
創
生
元
年
、飛
躍
の
1
年

※国民健康保険特別会計は①②を合わせた会計です。
※万円未満切り捨てのため合計に誤差が生じる場合があります。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
国
の
方
針
や
地
方
財
政
計
画
を
踏
ま
え
防
災
・
減

災
対
策
や
道
路
橋
り
ょ
う
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
額
は
対
前
年

度
比
0
・
4
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
の
地
方
債
借
換
え
に
よ
る
元
利
償
還
金

を
控
除
す
る
と
実
質
は
7
・
0
％
増
の
積
極
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

予算総額 51億2479万円予算総額 51億2479万円平成
27年度

一般会計31億5200万円  まちづくりを方向づける年に一般会計31億5200万円  まちづくりを方向づける年に
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まちの活性化と
住民生活の支援を重点に

まちの活性化と
住民生活の支援を重点に

利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

※その他の交付金

一 般 会 計
町税
3億6465万円
（11.6%）

地方交付税
15億2191万円
（48.3%）

町債
3億4530万円
（11.0%）

国庫支出金
3億2904万円
（10.4%）

府支出金
1億7359万円
（5.5%）

地方譲与税
2724万円
（0.9%）

ゴルフ場利用税交付金
1269万円（0.4%）

自動車取得税交付金
644万円（0.2%）

その他交付金
7409万円（2.4%）

分担金及び負担金
7528万円（2.4%）

使用料及び手数料
3214万円（1.0%）

財産収入・寄付金
105万円（0.0%） 繰入金・繰越金

1億6057万円（5.1%）

諸収入
2795万円（0.9%）

歳入
議会費
5782万円（1.8%）

歳出合計

（100％）

総務費
4億8570万円
（15.4%）

民生費
7億1195万円
（22.6%）

衛生費
4億4218万円
（14.0%）

農林業費
8445万円（2.7%）

商工費
3941万円（1.3%）

土木費
4億3962万円
（13.9%）

消防費
1億8110万円
（5.7%）

教育費
1億9578万円（6.2%）

災害復旧費
853万円（0.3%）

公債費
5億39万円（15.9%）

予備費
500万円（0.2%）

歳出

（グラフⅠ）

（グラフⅡ）

自 主 財 源
21.0
％

依 存
 財 源

79.0
％

31億5200万円

31億5200万円

歳入合計

（100％）

※依存財源　国・府の基準に基づき交付されたり、割り当てられたりする町の収入。地方交付税や町債など。
※自主財源　町が自主的に収入できる財源のこと。町税など。
※町債　借入金　　　　　※公債費　借金返済

和束町議会だより
平成27年4月29日
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和束町議会だより
平成27年4月29日

大切な予算・税金の使いみちは

まちの第4次総合計画に定める₆つの協働プログラムに分けて、
主な予算額を説明します。

一般会計

和束を担う次世代の人づくり協働に
子育て支援
　保育所・子育て支援センター運営� 1億1548万円
　児童手当給付事業� 4341万円
　福祉医療（母子）事業� 1369万円
　放課後児童対策事業� 661万円
学校教育・社会教育スポーツ・歴史文化
　相楽東部広域連合負担金� 1億9578万円

住民が支えあう安心と信頼の協働に

人権尊重
　人権ふれあいセンター運営事業� 2780万円
保健・医療
　山城病院組合負担金� 3271万円
　成人健康診査等検診・予防接種等健康管理事業� 1960万円
高齢者・障がい者支援
　障害者自立支援給付事業� 8788万円
　後期高齢者療養給付事業� 6037万円
　老人医療給付事業� 1657万円
地域福祉
　社協職員設置事業� 1520万円

安全で快適な暮らしを実感できる協働に

道路
　橋りょう長寿命化修繕事業� 1億117万円
　町道拡幅改良事業� 8115万円
　門前橋整備事業� 6382万円
公共交通
　路線バス対策・町営バス運行事業� 2348万円
住宅
　住宅建替事業� 1億3341万円

自然を守りともに暮らす協働に

防災
　相楽中部消防組合負担金� 1億3945万円
　非常備消防費� 2458万円
　庁舎耐震補強・木造住宅耐震対策事業� 1038万円
上下水道
　合併処理浄化槽設置整備事業� 403万円
環境・循環資源エネルギー
　じん芥・し尿処理費� 1億5548万円

和束のブランドを高める協働に
農林業
　中山間地域等直接支払交付事業� 563万円
　共同製茶等省力化推進事業� 487万円
商工業
　地域再生事業� 482万円
交流産業
　緊急雇用創出事業（観光事業）� 1099万円
　観光振興事業� 1000万円
　マウンテンバイクコース運営事業� 458万円
　観光案内所設計業務委託� 302万円

住民･事業者･行政が共に進める協働に
住民参画のまちづくり
　和束町地域力推進協議会負担金� 851万円
情報公開
　茶源郷行政情報配信システム整備事業� 890万円
行財政・地域経営
　電子計算費� 3077万円
　庁舎改修工事実施設計業務委託� 1334万円
　京都府議会議員・町議会議員選挙� 938万円
広域行政
　相楽東部広域連合・京都地方税機構
　・相楽郡広域事務組合各負担金� 2694万円

更新計画の教育用コンピュータ

耐震補強・改修計画の役場庁舎
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条 
例 
改 

正 

等

相
楽
東
部
地
域
公
平
委
員
会
の
共
同
設

置
に
関
す
る
規
約

　

和
束
町
、
笠
置
町
、
南
山
城
村
、
相

楽
東
部
広
域
連
合
で
公
平
委
員
会
を
共

同
設
置
す
る
も
の
。
和
束
町
公
平
委
員

会
設
置
条
例
は
廃
止
。

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　

湯
船
森
林
公
園
内
に
設
置
す
る
携
帯

電
話
用
鉄
塔
施
設
の
管
理
規
定
。

奨
学
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
人

へ
奨
学
金
を
給
付
す
る
基
金
を
設
置
。

保
育
所
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
の
実
施
に
よ

り
新
保
育
所
条
例
を
制
定
。

　

従
前
の
保
育
所
設
置
条
例
と
保
育
の

実
施
に
関
す
る
条
例
は
廃
止
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

本
年
度
か
ら
始
ま
る
第
6
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
介
護
保
険
料
等

が
改
定
。

湯
船
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更

　

湯
船
森
林
公
園
内
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
た
め
の
計
画
の
変
更
。

町
道
山
口
線
拡
幅
改
良
工
事
（
2
工
区
）

請
負
契
約
の
変
更

　

平
成
27
年
3
月
31
日
か
ら
同
年
9
月

30
日
に
工
期
変
更
。

町
営
第
5
中
西
団
地
住
宅
建
替
工
事
請

負
契
約
の
締
結

　

契
約
金
額
が
5
千
万
円
を
超
え
た
の

で
議
決
を
必
要
と
し
た
も
の
。

契
約　

1
億
4
9
2
6
万
6
8
0
0
円

　
　
　

 

井
上
・
山
城
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

町
営
第
5
中
西
団
地
住
宅
建
替
工
事
請

負
契
約
の
変
更

　

平
成
27
年
3
月
31
日
か
ら
同
年
9
月

30
日
に
工
期
変
更
。

第
1
回
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

26
年
度
補
正
予
算

【
一
般
会
計　

1
億
1
2
6
2
万
円
】

地
方
創
生
関
連
予
算

　

１　

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

 

9
1
3
万
円

　
　

⑴
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

　
　
　

 

2
割
増
し
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
（
別
に
観
光
客

向
け
の
和
束
茶
フ
ァ
ン
拡
大
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
も
有
る
）

　
　

⑵
子
育
て
支
援
事
業

　
　
　

 

中
学
生
以
下
の
子
育
て
世
帯
に

商
品
券
を
無
償
配
布

　

2　

 

地
方
創
生
先
行
型

　
　

⑴ 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合

戦
略
策
定
事
業 

3
1
1
万
円

　
　
　

 

和
束
町
の
総
合
戦
略
等
策
定
に

向
け
て
の
調
査
費
等

　
　

⑵ 

子
ど
も
の
語
学
力
向
上
と
定
住

化
促
進
事
業 

3
0
0
万
円

　
　
　

 

英
語
に
な
じ
む
よ
う
に
和
束
保

育
園
に
英
会
話
講
師
を
配
置

　
　

⑶ 
縁
側
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業 

3
1
2
万
円

　
　
　

 

空
き
家
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
等
の

運
営
に
支
援
。

　
　

⑷ 

茶
源
郷
行
政
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
活
性
化
対
策
事
業

 

60
万
円

　
　
　

 

配
信
シ
ス
テ
ム
へ
の
住
民
参
加

（
写
真
・
ビ
デ
オ
等
の
提
供
）

　
　

⑸
野
生
動
物
里
山
事
業

 

2
2
5
万
円

　
　
　

 

地
域
ぐ
る
み
の
野
猿
対
策
に
必

要
経
費
の
支
援
。

　
　

⑹ 

茶
源
郷
和
束
お
も
て
な
し
人
材

育
成
・
観
光
産
業
創
生
事
業

 

2
4
0
万
円

　
　
　

 

観
光
事
業
で
人
材
雇
用
す
る
企

業
等
に
対
し
支
援
。

そ
の
他
の
一
般
会
計

　
　

 

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
補

助
金
（
Ｊ
Ａ
茶
集
出
荷
場
新
設
）

 

8
1
8
0
万
円

和束町議会だより
平成27年4月29日

こんどは英語で遊べるよ
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問
　

今
年
は
全
て
に
お
い
て
税
収
減
に

な
っ
て
い
ま
す
が
財
政
の
見
通
し
は
。

答
　

町
長

　

積
極
的
に
事
業
化
し
た
一
方
起
債
の

発
行
額
が
増
え
た
が
、
全
体
的
な
流
れ

で
は
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
。

問
　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
競
技
場
、
和

束
運
動
公
園
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を

答
　

農
村
振
興
課
長

　

設
置
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
抜
本
的
な
捕

殺
捕
獲
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

27
年
度
京
都
府
審
議
会
で
諮
っ
た
中

で
、
対
応
を
決
め
て
い
き
た
い
。
広
域

一
斉
捕
獲
も
考
え
な
が
ら
一
定
の
企
業

に
捕
獲
の
委
託
契
約
の
方
法
も
検
討
中

で
あ
る
。

問
　

観
光
案
内
所
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

候
補
地
は
役
場
近
く
の
駐
在
所
の
空

き
地
に
案
内
所
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
。問

　

社
会
保
障
の
番
号
制
（
住
基
カ
ー
ド
）

の
シ
ス
テ
ム
移
行
に
つ
い
て

答
　

税
住
民
課
長　

　

10
月
か
ら
国
民
一
人
ひ
と
り
に
個
人

番
号
が
付
番
さ
れ
28
年
１
月
か
ら
各
種

申
請
手
続
き
が
出
来
る
予
定
で
あ
る
。

問
　

和
束
町
の
茶
業
振
興
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て

答
　

町
長

　

農
地
中
間
管
理
機
構
が
中
心
的
な
施

策
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
後
継

者
対
策
に
取
り
組
み
、
和
束
町
の
ブ
ラ

ン
ド
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

親
茶
、
京
都
産
1
0
0
％
の
和
束
茶
、

こ
の
位
置
づ
け
を
し
っ
か
り
と
し
て
い

く
こ
と
が
、
農
家
を
守
る
一
番
重
要
な

考
え
方
で
あ
る
。

問
　

山
の
家
改
修
事
業
に
つ
い
て

答
　

副
町
長

　

予
定
で
は
来
年
の
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
宿
泊
施
設
を
充
実

し
て
観
光
機
能
を
高
め
た
い
。

問
　

和
束
町
史
続
編
の
見
込
み
に
つ
い
て

答
　

町
長

　

重
要
な
事
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
と

共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　

総
務
課
長

　

第
2
巻
発
刊
に
向
け
て
、
現
在
資
料

整
理
と
い
う
形
で
、
そ
の
経
費
を
計
上

し
て
い
る
。

問
　

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
対
策
委
員
会

で
協
議
中
だ
が
い
つ
頃
に
結
論
が
出
る

の
か
。

答
　

総
務
課
長

　

路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

そ
う
い
っ
た
形
で
生
活
交
通
を
い
か
に

守
る
の
か
と
い
う
議
論
を
深
め
て
、
今

後
の
方
策
を
総
合
戦
略
、
第
4
次
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
盛
り
込
ん
で

考
え
た
い
。

問
　

介
護
保
険
計
画
の
中
で
認
知
症
対
策

に
つ
い
て

答
　

福
祉
課
長

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
に
認

知
症
の
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
認
知
症
の
地
域
支
援
推
進
員
を
今

後
結
成
し
て
認
知
症
に
な
っ
た
方
の
初

期
の
段
階
か
ら
支
援
し
て
い
く
と
い
う

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問
　

道
路
状
況
に
つ
い
て
。
総
合
的
・
計

画
的
な
道
路
整
備
が
必
要
だ
が

（
平
成
27
年
度
予
算
特
別
委
員
会
か
ら
）

厳
し
い
財
源
の
中
で
も
、
工
夫
を
し
て
積
極
的
な
事
業
展
開
を

和束町議会だより
平成27年4月29日

和束町のブランドで茶業振興
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答
　

町
長

　

無
償
用
地
提
供
だ
け
で
な
く
道
路
用

地
、
用
地
買
収
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

区
で
汗
を
流
さ
れ
た
箇
所
は
、
事
業
に

取
り
組
み
や
す
い
。
必
要
な
所

に
つ
い
て
は
予
算
計
上
を
す
る
。

問
　

犬
打
峠
の
ト
ン
ネ
ル
化
に
つ
い
て

答
　

町
長

　

今
回
、
町
長
選
に
出
馬
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
公
約
は
、
犬
打
峠
の
ト
ン
ネ
ル

化
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
経
済
効
果
等
の
基

礎
調
査
の
段
階
だ
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
切
れ
目
の
な
い
皆
さ
ん
の
支
援
、

運
動
を
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
支
援
の

下
に
こ
れ
は
実
現
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問
　

超
過
税
率
を
早
く
も
と
へ
戻
し
て
ほ

し
い
。

答
　

町
長

　

1.4
と
い
う
標
準
税
率
に
0.1
上
げ
た
税

率
を
か
け
て
固
定
資
産
税
と
償
却
資
産

税
を
徴
収
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
見
直
し
た
い
が
、
基
準
財
政

収
入
額
が
さ
ら
に
落
ち
て
し
ま
う
の
で

行
政
上
非
常
に
厳
し
い
。
今
後
、
一
層

の
努
力
を
注
ぎ
一
刻
も
早
く
見
直
し
を

か
け
た
い
。

問
　

地
産
地
消
計
画
を
立
て
推
進
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
る
が
、
小

学
校
と
農
家
の
間
で
一
定
関
わ
り
を

持
っ
て
お
り
、
今
後
、
農
家
の
方
々
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　

保
育
所
費
の
中
で
、
英
会
話
講
師
賃

金
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
保
育

所
現
場
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　

福
祉
課
長

　

保
護
者
の
約
60
％
が
要
望
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
保
育
園
で
計
画
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

問
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
を
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

今
ま
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
同

じ
で
、
今
回
の
地
方
創
生
の
中
で
、
消

費
喚
起
の
補
助
金
を
充
当
し
て
い
る
。

問
　

子
育
て
支
援
商
品
券
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
。

答
　

福
祉
課
長

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

中
学
生
以
下
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

そ
の
世
帯
に
対
し
、
一
人
当
た
り
6
千

円
の
商
品
券
を
無
料
で
配
布
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

問
　

空
き
家
改
修
補
助
金
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
で
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　

地
域
力
推
進
課

　

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
、
空
き
家
を

観
光
目
的
に
使
用
す
る
人
を
募
集
し
、

改
修
費
用
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
空
き
家

対
策
は
一
年
間
の
猶
予
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
　

町
長

　

措
置
法
の
趣
旨
を
十
分
く
み
と
っ

て
、
そ
れ
に
歯
車
が
合
う
よ
う
な
施
策

を
打
っ
て
い
き
た
い
。

問
　

本
町
は
、
出
品
茶
対
策
に
種
々
取
り

組
ま
れ
て
い
る
が
、
農
協
に
対
し
て
協

力
等
強
く
発
信
し
て
ほ
し
い
。

答
　

町
長

　

本
町
と
同
額
と
い
う
、
当
初
設
立
し

た
趣
旨
を
互
い
に
尊
重
す
べ
く
、
組
合

に
十
分
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

（
平
成
26
年
度
補
正
予
算
）

和束町議会だより

町中で取り組む出品茶対策
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各議員の賛否
審
議
結
果

会
議
区
分

 議員名
議案名

岡
田
泰
正

吉
田
哲
也

畑

　武
志

前
出

　茂

岡
本
正
意

竹
内
き
み
代

岩
崎
宗
雄

小
西

　啓

山
口
勝
己

籠
島
孝
幸

可決 本 町営第５中西団地住宅建替工事請負契約の締結について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可決 本 平成２６年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可決 本 和束町公平委員会設置条例を廃止する条例 ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ × ○ －

可決 本 相楽東部地域公平委員会の共同設置に関する規約の制定について ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ × ○ －

可決 本 湯船辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可決 本 町道山口線拡幅改良工事（２工区）請負契約の変更について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可決 委 平成２７年度和束町一般会計予算 － ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

可決 委 平成２７年度和束町湯船財産区特別会計予算 － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 委 平成２７年度和束町国民健康保険特別会計予算 － ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

可決 委 平成２７年度和束町簡易水道事業特別会計予算 － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 委 平成２７年度和束町下水道事業特別会計予算 － ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

可決 委 平成２７年度和束町介護保険特別会計予算 － ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

可決 委 平成２７年度和束町後期高齢者医療特別会計予算 － ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

可決 本 和束町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －

※会議区分　本は本会議　　委は予算特別委員会　　○は賛成　　×は反対　　欠は欠席
　籠島孝幸議長は本会議の採決に、岡田泰正予算特別委員長は委員会の採決に加わらない。

平成27年第１回定例会（３月）に、町長から提案された議案のうち賛否がわかれたもの。

和束町議会だより
平成27年4月29日

意

　見

　書

第
1
回
定
例
会
に
次
の
3
つ
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
所
管
関
係
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

 

提
出
者　
　

産
業
常
任
委
員
長　

岡
本
正
意

 

《
賛
成
者　

全
員
》

介
護
報
酬
引
下
げ
の
撤
回
、
安
心
で
き
る
介
護
制
度
を
求
め
る
意

見
書 

提
出
者　
　

岡
本 

正
意
議
員

 

《
賛
成
者　

3
人
》

 

《
反
対
者　

6
人
》

再
稼
働
同
意
権
を
含
め
た
安
全
協
定
を
求
め
る
意
見
書

 

提
出
者　
　

岡
本 

正
意
議
員

 
《
賛
成
者　

1
人
》

 
《
反
対
者　

8
人
》

平
成
27
年
第
1
回
臨
時
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
ほ
か
1
件　

可
決

　

平
成
27
年
第
1
回
和
束
町
議
会
臨
時
会
が
2
月
10
日
に
開
か

れ
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
と
変
更
の
2
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
童
仙
房
線
門
前
橋
上
部
工
工
事
請
負
契
約

　

内
容
： 

1
億
2
4
9
5
万
6
0
0
0
円
、
北
日
本
機
械
株
式
会

社
関
東
支
社

町
道
山
口
線
拡
幅
改
良
工
事
（
2
工
区
）
変
更
契
約

　

内
容
： 

一
部
工
種
変
更
に
伴
い
契
約
金
額
を
5
7
3
5
万

9
8
8
0
円
か
ら
5
8
1
2
万
2
0
0
円
に
変
更

可 

決
否 

決
否 

決
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問
　

人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
活

性
化
の
た
め
の
総
合
戦
略
の
策

定
は
何
か
。

答
　

町
長

　

昔
の
出
生
数
の
確
保
。
農
業

の
魅
力
の
発
信
。
さ
ら
に
地
方

交
付
税
増
に
向
け
、
自
然
・
山

間
地
域
の
必
要
性
を
国
に
求
め

る
。問

　

近
隣
市
町
村
、
農
協
と
連
携

し
た
地
方
創
生
の
戦
略
は

答
　

町
長

　

自
然
に
恵
ま
れ
た

文
化
・
歴
史
・
観
光

を
活
か
す
た
め
近
隣

市
町
村
と
連
携
。
宇

治
茶
の
主
産
地
と
し

て
農
業
振
興
と
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
は

不
可
欠
。
農
協
と
の

連
携
も
柔
軟
に
対

応
す
る
。

問
　

各
課
に
お
け
る
地
方
創
生
の

取
組
課
題
は
何
か
。

答
　

総
務
課
長

　

和
束
町
交
通
手
段
の
確
保
に

関
す
る
懇
話
会
の
提
言
を
踏
ま

え
、
奈
良
交
通
バ
ス
の
利
用
促

進
と
町
営
バ
ス
木
屋
線
の
運
行

形
態
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
等
の
検
討
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

お
茶
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
資

源
を
活
か
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
る
取
組
の
検
討
。

答
　

税
住
民
課
長

　

税
や
料
金
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
等
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
検
討
。

答
　

福
祉
課
長

　

子
ど
も
・
子
育
て
、
高

齢
者
の
施
策
を
優
先
的
に

配
置
す
る
検
討
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

農
業
、
林
業
の
担
い
手

づ
く
り
、
後
継
者
対
策
、

雇
用
対
策
、
集
落
の
活
性

化
、
都
市
と
農
村
の
交
流
、

新
規
就
農
者
対
策
、
農
地

の
流
動
化
対
策
、
林
木
の

有
効
利
用
等
を
検
討
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
道

路
・
河
川
環
境
整
備
、
簡
易
水

道
・
公
共
下
水
道
事
業
の
推

進
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
　

防
災
行
政
無
線
が
設
置
さ
れ

稼
働
し
て
い
る
が
、
今
後
の
防

災
、
減
災
の
強
化
は
。

答
　

町
長

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
伝
達
に
つ

と
め
、
避
難
訓
練
の
実
施
や
昭

和
28
年
南
山
城
水
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
。

答
　

総
務
課
長

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
生
命
・
財
産
等
を
災
害

か
ら
保
護
す
る
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

町
道
、
河
川
に
つ
い
て
は
防

災
・
減
災
に
努
め
る
。

問
　

災
害
発
生
時
、
配
慮
を
要
す

る
人
の
避
難
体
制
の
確
立
は
。

答
　

福
祉
課
長

　

要
支
援
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の

デ
ー
タ
入
力
完
了
。
災
害
時
に

災
害
対
策
本
部
に
情
報
を
提
供

し
、
要
支
援
者
の
生
命
・
身
体

を
災
害
か
ら
保
護
す
る
。

4
人
が
一
般
質
問

和束町議会だより
平成27年4月29日

問
答

住
民
が
誇
り
を
持
ち
、魅
力
を
感
じ
、

全
住
民
が
行
動
す
る
も
の

本
町
の
地
方
創
生
の
取
組
と
は

岩﨑 宗雄 議員

農協との連携は不可欠

防災行政無線で迅速な情報伝達
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問
　

本
町
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
数
値
は
。

答
　

町
長

　

平
均
寿
命
は
男
性
が
78
・
3

才
、
女
性
が
88
・
3
才
、
健
康

寿
命
は
男
性
が
77
歳
、
女
性
が

84
・
11
才
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

を
縮
め
る
た
め
の
対
策
は
。

答
　

福
祉
課
長

　

医
療
費
や
介
護
費
用
等
の
社

会
保
障
費
の
面
か
ら
も
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
国
民
的
健
康
づ

く
り
運
動
を
展
開
す
る
。

問
　

一
般
に
言
わ
れ
る
「
病
む
期

間
」
が
、
男
性
の
全
国
平
均

9
・
13
年
が
、
本
町
で
は
1.3
年
、

女
性
の
全
国
平
均
12
年
が
、
本

町
で
は
3.9
年
で
あ
り
、
健
康
長

寿
の
ま
ち
を
も
っ
と
P
R
し
て

は
。答

　

町
長

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
、
住

民
と
と
も
に
協
働
し
て
日
本
一

を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
認
知
度
を
高
め
る
取
組
み

は
。答

　

福
祉
課
長

　

骨
、
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
体

を
支
え
る
働
き
が
衰
え
、
要
介

護
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ

う
若
い
時
か
ら
の
運
動
習
慣
が

大
切
と
考
え
る
。

問
　

茶
源
郷
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
検

証
と
目
標
の
設
定
や
達
成
度
の

公
表
を
。

答
　

福
祉
課
長

　

過
去
２
年
間
の
事
業
分
析
を

行
い
結
果
も
公
表
す
る
。

光
ボ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
た
取

組
み
を

問
　

光
ボ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
た
介

護
予
防
の
検
討
を
。

答
　

総
務
課
長

　

福
祉
課
や
社
協
と
協
議
し
活

用
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
　

住
民
が
参
加
で
き
る
体
制
の

検
討
を
。

答
　

総
務
課
長

　

各
区
へ
光
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

を
要
請
し
て
い
く
。

問
　

議
会
中
継
の
検
討
は
。

答
　

町
長

　

録
画
中
継
は
可
能
、
あ
と
は

議
会
で
議
論
さ
れ
る
問
題
で
も

あ
る
。

問
　

4
2
6
世
帯
が
接
続
さ
れ
て

い
る
が
、
操
作
が
難
し
い
面
も

あ
り
サ
ポ
ー
ト
が
大
事
で
は
な

い
か
。

答
　

総
務
課
長

　

よ
り
簡
易
な
形
で
視
聴
が
で

き
る
よ
う
N
T
T
に
要
望
し
て

い
く
。

空
き
家
再
生
の
活
用

に
つ
い
て

問
　

空
き
家
の
調
査
結
果
は
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

全
体
で
1
0
8
戸
あ
る
。

そ
の
内
、
利
用
可
能
が
86

戸
、
利
用
不
能
が
22
戸
あ

る
。

問
　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

空
き
家
に
対
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
整
備
が
完
了
し
た
の

で
、
今
後
は
関
係
部
局
の
役
割

分
担
や
体
制
の
整
備
、
相
談
窓

口
の
設
置
等
に
取
組
む
必
要
が

あ
る
。

問
　

移
住
や
定
住
化
促
進
の
た
め

の
受
け
皿
づ
く
り
の
検
討
は
。

答
　

町
長

　

空
き
家
は
宝
の
山
と
の
観
点

で
、
対
策
の
計
画
書
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

和束町議会だより
平成27年4月29日

問
答

健
康
行
政
を

　
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
る

健
康
日
本
21
第
2
次
で

　
　
　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
を

竹内きみ代 議員

光ボックスでロコモ体操
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問
　

政
府
に
介
護
報
酬
引
下
げ
撤

回
の
要
請
を

答
　

町
長

　

政
府
の
決
定
事
項
で
あ
り
理

解
を問

　

保
険
料
値
上
げ
の
中
止
を

答
　

町
長

　

所
得
段
階
を
細
か
く
区
切
り

低
所
得
層
に
配
慮
し
て
い
る

問
　

保
険
料
、
利
用
料
の
減
免
を

答
　

町
長

　

保
険
料
は
所
得
に
よ
り
軽
減

し
て
い
る
。
利
用
料
は
①
負
担

の
公
平
性
②
コ
ス
ト
意
識
を
持

つ
③
重
度
化
の
予
防
、
リ
ハ
ビ

リ
へ
の
自
覚
促
進
の
ね
ら
い
が

あ
り
、
独
自
の
減
免
は
考
え
て

い
な
い
。

問
　
「
要
支
援
」
者
の
サ
ー
ビ
ス

確
保
の
受
け
皿
は
。

答
　

福
祉
課
長

　

平
成
29
年
度
ま
で
実
施
を
延

期
し
、
行
政
と
福
祉
介
護
関
係

職
員
ら
と
の
協
議
体
を
立
上
げ

協
議
す
る
。

「
マ
ル
老
」
改
悪
へ
の
町
の

対
応
は

問
　

負
担
が
倍
増
す
る
改
悪
は
許

せ
な
い
。
府
に
改
悪
中
止
の
要

請
を答

　

町
長

　

町
村
会
な
ど
で
声
は
あ
げ
て

き
た
が
現
段
階
で
は
要
請
は
で

き
な
い
。

問
　

町
独
自
の
支
援
で
負
担
軽
減

を
答
　

町
長

　

独
自
の
支
援
は
難
し
く
考
え

て
い
な
い
。

若
い
世
代
の
定
住
促
進
を

問
　

若
者
向
け
町
営
住
宅
整
備
の

検
討
を

　

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
と
定

住
促
進
を
目
的
と
し
た
修
学
支

援
制
度
を

答
　

福
祉
課
長

　

制
度
の
あ
る
自
治
体
も
あ

り
、
今
後
調
査
と
研
究
を
進

め
、
定
住
施
策
と
一
体
で
検
討

す
る
。

問
　

定
住
奨
励
制
度
の
創
設
を

答
　

町
長

　

流
れ
と
し
て
は
重
要
。
住
宅

施
策
等
と
絡
め
検
討
す
る
。

問
　

子
育
て
支
援
の
充
実
へ
①
教

育
費
無
償
化
を
②
学
童
保
育
料

の
引
下
げ
を
③
18
歳
ま
で
医
療

費
無
料
化
を

答
　

町
長

　

支
援
は
大
事
と
の
立
場
だ

が
、
財
政
上
の
問
題
も
あ
り
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
、
改
善
を

問
　

町
の
歴
史
や
文
化
を
伝

え
る
資
料
館
や
文
化
活
動

の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備

を
答
　

町
長

　

非
常
に
大
事
な
事
と
認

識
し
て
お
り
文
化
活
動
が

遅
れ
て
い
る
実
態
も
あ
る
。

も
う
少
し
内
部
で
検
討
す

る
。

問
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用

へ
改
善
を

答
　

総
務
課
長

　

休
館
日
を
年
末
年
始
の
み
に

変
更
し
利
用
し
や
す
い
よ
う
改

善
し
た
。
指
導
者
会
を
設
立

し
、
有
効
利
用
に
向
け
努
力
を

は
じ
め
て
い
る
。

問
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
あ

る
が
機
能
し
て
い
な
い
。
健
康

づ
く
り
の
点
で
も
ス
ポ
ー
ツ
振

興
は
大
事
で
は
。

答
　

総
務
課
長

　

健
康
づ
く
り
の
中
核
施
設
と

し
て
の
活
用
も
必
要
で
あ
り
検

討
す
る
。

和束町議会だより
平成27年4月29日

問
答

国
の
決
定
に
理
解
を

高
齢
者
も
応
分
の
負
担
を

介
護
報
酬
引
下
げ
に
反
対
し
、

保
険
料
値
上
げ
中
止
を

岡本 正意 議員

海洋センタートレーニングルーム
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堀
町
長
は
、
2
月
25
日
の
委

員
会
で
、
国
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
関
し
て
補
正
予

算
を
提
案
、
27
年
度
中
に
は
地

方
版
総
合
戦
略
の
策
定
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ら

の
方
向
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
平
成
26
年
度
事
業

の
執
行
状
況
と
平
成
27
年
度
予

算
概
要
に
つ
い
て
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

総
務
課
で
は
、
第
4
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
に
つ

い
て
、
住
民
意
識
調
査
と
基
本

構
想
の
見
直
し
を
中
心
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
中
で
、
今
後
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
地
域
防

災
計
画
見
直
し
事
業
で
は
、
南

海
ト
ラ
フ
や
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
法
改
正
に
伴
う
見
直
し
を

行
い
、
す
で
に
素
案
は
で
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

福
祉
課
で
は
、
4
月
か
ら
始

ま
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
に
よ
り
、
保
育
園
で
は
30
分

の
早
延
長
と
な
り
給
食
は
3
歳

児
以
上
に
も
米
飯
を
提
供
と
な

る
。
ま
た
、
第
3
子
以
降
の
保

育
料
の
無
料
化
は
18
歳
ま
で
拡

充
す
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
役

場
庁
舎
の
ト
イ
レ
・
照
明
・
エ

ア
コ
ン
等
の
改
修
、
耐
震
補
強

工
事
設
計
業
務
委
託
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

生
徒
に
対
し
支
援
す
る
大
学
生

等
奨
学
金
給
付
事
業
、
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
観
光
案
内
所
の
整
備
に
向
け

た
設
計
委
託
業
務
等
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
国
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
と
し

て
1
0
8
0
万
円
、
地
方
創
生

先
行
型
で
3
2
2
9
万
円
が
交

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
10
年
目
を
迎

え
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
わ
ら
く
」
を
視
察
研
修
し
現

状
と
今
後
の
取
組
み
や
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。

一部事務組合・広域連合議会報告
　

2
月
18
日
定
例
会
が
開
か
れ
、
病
床
の
効
率
的
利
用
等
新

た
に
4
項
目
を
追
加
し
た
27
年
度
の
運
営
方
針
等
の
報
告
や

副
管
理
者
と
公
平
委
員
の
2
同
意
案
件
の
他
、
27
年
度
予
算

等
4
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

平
成
27
年
度
予
算　

76
億
6
4
2
8
万
円

 

和
束
町
負
担
分　
　
　
　

3
7
1
0
万
円

　

2
月
12
日
定
例
会
が
開
か
れ
、
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
等
審
査

委
員
人
事
や
空
席
の
監
査
委
員
の
選
任
同
意
、
高
機
能
消
防

指
令
装
置
工
事
や
化
学
車
Ⅱ
型
購
入
を
含
む
平
成
27
年
度
予

算
等
4
案
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

平
成
27
年
度
予
算　
　

15
億
3
0
0
万
円

 

和
束
町
負
担
分　
　

1
億
3
9
5
0
万
円

副
管
理
者
に
石
田
大
志
氏
が
再
任

高
機
能
消
防
指
令
装
置
工
事
費
に
1
億
3
千
万
円

国
民
健
康
保
険
山
城
病
院
組
合
議
会

相
楽
中
部
消
防
組
合
議
会

　

2
月
16
日
定
例
会
が
開
か
れ
、
し
尿
処
理
・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
・
休
日
往
診
診
療
所
の
各
状
況
報
告
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
・
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
会
計
補
正
予
算
及
び

平
成
27
年
度
両
会
計
予
算
、
し
尿
処
理
手
数
料
を
含
む
条
例

改
正
等
が
審
議
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

平
成
27
年
度
予
算　

3
億
9
8
0
0
万
円

 

和
束
町
負
担
分　
　
　
　

4
7
0
7
万
円

し
尿
処
理
手
数
料
を
1
2
6
円
／
10
㍑
に

相
楽
広
域
事
務
組
合
議
会

和束町議会だより
平成27年4月29日

委員長　竹内きみ代

総
務
厚
生
常
任
委
員
会特別養護老人ホーム�わらく

施設の利用状況等の説明を受ける
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2
月
24
日
に
開
催
し
た
委
員

会
で
は
、
平
成
26
年
度
事
業
の

執
行
状
況
、
平
成
27
年
度
予
算

の
概
要
、
地
方
創
生
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
審
議
し
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
予
定
の
山
の
家
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

審
議
で
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
基
準
や
有
害
鳥
獣
対

策
の
柵
設
置
と
景
観
と
の
兼
ね

合
い
、
捕
獲
檻
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活

用
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
へ
の
対

応
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
設
置
の
方

向
性
、
公
共
下
水
道
の
整
備
地

域
と
未
整
備
地
域
の
格
差
、
水

洗
化
未
整
備
の
世
帯
数
、
一
般

競
争
入
札
へ
の
対
応
、
国
道

1
6
3
号
で
の
横
断
歩
道
や
信

号
機
の
設
置
や
杣
田
区
内
の
拡

幅
工
事
に
伴
う
通
学
路
等
の
安

全
確
保
、
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

の
管
理
の
あ
り
方
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
の
家
を
視
察
し
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
主
な
内
容
の
説
明
を
う

け
、
①
玄
関
の
段
差
を
解
消
②

50
人
規
模
の
ホ
ー
ル
や
ラ
ウ
ン

ジ
を
設
け
る
③
客
室
は
和
室
、

洋
室
を
整
備
し
、
全
室
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
付
き
④
大
小
浴
室
を
設

置
し
、
湯
が
き
れ
い
な
状
態
を

保
て
る
方
式
に
⑤
団
体
専
用
と

し
て
研
修
所
の
改
修
も
行
う
と

の
事
で
し
た
。

　

現
在
の
営
業
は
8
月
末
で
休

止
し
、
秋
以
降
か
ら
改
修
工
事

を
開
始
し
、
新
装
オ
ー
プ
ン
は

来
年
４
月
に
な
る
予
定
で
す
。

　

新
年
度
予
算
の
概
要
説
明
を

う
け
若
干
の
審
議
を
行
っ
た
後
、

地
方
創
生
関
連
の
交
付
金
事
業

の
説
明
が
あ
り
、
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
で
４
事
業
、
先
行

型
で
12
事
業
を
予
定
。
継
続
事

業
の
財
源
振
替
え
が
多
い
等
十

分
で
な
く
、
今
後
の
変
更
も
可

能
で
あ
る
と
の
説
明
で
し
た
。

一部事務組合・広域連合議会報告
　

2
月
21
日
定
例
会
が
開
か
れ
、
構
成
市
町
村
の
議
会
編
成

に
よ
る
新
議
員
を
交
え
副
議
長
選
挙
や
監
査
委
員
の
選
任
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
平
成
27
年
度
予
算
等

が
審
議
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

平
成
27
年
度
予
算　

20
億
9
4
6
8
万
円

 

和
束
町
負
担
分　
　
　
　
　

5
4
9
万
円

　

2
月
13
日
定
例
会
が
開
か
れ
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
補
正
予
算
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

予
算
、
行
政
手
続
条
例
及
び
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例
、
基
金
条
例
等
の
8
議
案
と
副
連
合
長
、
公
平
委

員
の
同
意
2
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

平
成
27
年
度
予
算　

25
億
7
2
4
1
万
円

 

和
束
町
負
担
分　
　
　
　

6
0
3
7
万
円

議
員
の
異
動
で
6
名
が
新
た
に
就
任

副
連
合
長
に
山
内
修
一
副
知
事
を
選
任

京
都
地
方
税
機
構
広
域
連
合
議
会

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　

3
月
6
日
定
例
会
が
開
か
れ
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
や
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

等
を
含
む
27
年
度
予
算
及
び
公
平
委
員
会
共
同
設
置
、
任
期

満
了
の
教
育
委
員
の
任
命
等
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

 

平
成
27
年
度
予
算　

8
億
5
5
2
8
万
円

 

和
束
町
負
担
分　
　

3
億
2
4
0
7
万
円

小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
端
末
整
備

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会

前
号（
第
1
5
8
号
）の
訂
正

【
誤
】
一
般
会
計
決
算
額

 

（
歳
入
）
75
億
2
9
7
5
万
円

 

（
歳
出
）
73
億
7
0
3
6
万
円

【
正
】
一
般
会
計
決
算
額

 

（
歳
入
）
７
億
５
２
９
７
万
円

 

（
歳
出
）
７
億
３
７
０
３
万
円

和束町議会だより
平成27年4月29日

産
業
常
任
委
員
会

委員長　岡本正意

和束山の家

リニューアル（案）の説明を受ける
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町内の宝を探してすばらしさを
紹介したい 「和束茶源郷ガイドの会」

　

新
緑
の
候
、
茶
源
郷
和
束
に
も
お
茶
の

生
産
期
が
訪
れ
活
気
に
満
ち
た
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
で
は
人
口
減
少
と
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
、
地
方
創
生
と
銘
打
っ
た
「
地
方

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
地
方
版
総
合
戦
略
」
を

自
治
体
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

3
月
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
補
正

予
算
や
平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
地
方
創

生
関
連
事
業
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
、
本
年

は
地
方
創
生
元
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
課
題
解
決
の
た
め
の
計
画
策
定
に

町
の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
今
期
議

員
の
最
後
の
広
報
紙
と
な
り
ま
し
た
。

　

編
集
で
は
「
町
の
動
き
」
や
「
議
会
活

動
」
を
少
し
で
も
分
か
り
易
い
よ
う
に
と

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

4
年
間
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

編
集
後
記

　今
回
は
、
茶
源
郷
わ
づ
か
を
町
外
の
人
達
に
紹
介
す

る
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。い

つ
か
ら
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

平
成
22
年
の
秋
か
ら

　
　

で
す
。

現
在
、
会
員
は
何
人

お
ら
れ
ま
す
か
。

15
人
で
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

旅
行
社
等
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
町
内
の
社
寺
や

　
　

歴
史
、
茶
畑
景
観
や
茶
摘
み
体
験
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
又
、
自
主
企
画
で
ウ
ォ
ー
ク
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
茶
源
郷
ま
つ
り
で
は
茶
畑
ツ
ア
ー
の
ガ
イ

ド
を
し
て
い
ま
す
。

勉
強
会
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

茶
香
服
会
や
茶
市
場
の
見
学
、
農
作
業
体
験
等
、

　
　

年
6
回
ほ
ど
「
お
茶
を
識し

る
」
勉
強
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
話
も
あ
り
お
茶
の
世

界
は
奥
深
い
で
す
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
や
苦
労
し
た
こ
と
は
。

私
た
ち
の
説
明
を
聞
い
て
感
動
さ
れ
た
時
や
又
訪

　
　

れ
た
い
体
験
し
て
み
た
い
と
の
声
を
聞
い
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
困
る
こ
と
は
観
光
客
向
け
の

ト
イ
レ
が
無
い
こ
と
で
す
。

今
後
の
活
動
へ
の
思
い
は
。

町
内
各
地
の
お
祭
り
や
行
事
に
参
加
し
た
り
歳
時

　
　

記
を
探
し
た
り
し
て
町
内
の
宝
を
探
し
、
み
ん
な

に
紹
介
し
た
い
で
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
和
束
チ
ャ

ン
ネ
ル
へ
も
紹
介
し
た
い
で
す
。

和
束
茶
源
郷
ガ
イ
ド
の
会
の
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表　

阿
部　

忠

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
0
7
7
4

－

78

－

4
1
8
1

　
　
　
　
　
（
和
束
町
雇
用
促
進
協
議
会
内
）

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

岩　

﨑　

宗　

雄

副
委
員
長　
　

岡　

田　

泰　

正

委　
　

員　
　

山　

口　

勝　

己

委　
　

員　
　

竹　

内　

き
み
代

委　
　

員　
　

籠　

島　

孝　

幸

和束町議会だより
平成27年4月29日

平
成
27年

5月
1日
発
行
／
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
議
会
／
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
TE
L.0774-78-3001（

内
線
430）

FA
X
.0774-78-2799

会員のみなさん

茶香服を勉強する会員

第
2
回
定
例
会
は
、
6
月
上
旬
開
催
予
定
。
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。




